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研究成果の概要（和文）：この研究の目的は、ジャコバン独裁末期のパリ民衆の動きと「世論」

を解明することによって、「テルミドール９日のクーデタ」への見通しを得ることにあった。こ

の課題を遂行するため、研究期間内に数度渡仏し､国立文書館やパリ警視庁文書館などで史料調

査をおこなった。そしてこの史料調査の成果として、「テルミドール 9日のクーデタとは何だっ

たのか」「食糧と政治  食糧騒擾の時代における「自由主義」」など 4つの論文を刊行するこ

とができた。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to get some perspective on the 
coup d’état of the 9th of Thermidor by clarifying the movement of the people of Paris 
and their opinions. To carry out this task, I visited France several times and examined 
original materials owned by Archives Nationales, Archives de la Préfecture de Paris, and 
other institutions. As a result of this research, I published four papers, including 
“What was the Coup d’état of 9th of Thermidor ?” and “Food and Politics: <Liberalism> 
in the Age of Food Disturbances.” 
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１. 研究開始当初の背景 

（1）ジャコバン独裁期のパリの民衆運動に

関しては、A・ソブールの画期的学位論文『共

和暦２年におけるパリのサン=キュロット』

(A. Soboul, Les sans-culottes parisiens en 

l’an II, 1958)が圧倒的な重みをもってい

る。この学位論文は、ジャコバン独裁期にお

ける革命政府と民衆運動との関係を追求す
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るなかで、共和暦２年ジェルミナル（1794 年

３月末〜４月初め）に両者の関係の決定的転

換点があったと主張した。すなわちこの時期

に、革命政府がサン＝キュロット民衆の支持

を得ていたエベール派を粛清したために、サ

ン=キュロット民衆が革命政府から離反して

民衆運動と革命政府との「同盟」が解体し、

テルミドール９日のクーデタがもたらされ

ることになったというのである。 

 
 
 

（2）研究代表者は、平成 14〜15 年度の基盤

研究Ｃ「ジャコバン独裁期におけるロベスピ

エールと『世論』」を遂行する過程でジャコ

バン独裁期のパリの「世論」関係の史料を読

みすすめた結果、ジェルミナルにおける革命

政府と民衆運動との「同盟」の解体にかんす

るソブールの主張は説得力のある主張とは

ほど遠い、と考えるようになった。そしてソ

ブールの見解をパリ民衆の「世論」に焦点を

当てて再検討し、「ジェルミナル」は革命政

府からのサン=キュロット民衆の離反ではな

く、逆に、革命政府とサン=キュロット民衆

のより緊密な精神的結合をもたらしたこと

を実証した（「ジェルミナルのドラマとは何

だったのか  革命政府とパリ民衆」『一橋

大学社会科学古典センター Study Series』

No. 53 を参照）。 

 

(3)そうだとすれば、民衆運動の研究はジェ

ルミナルで終わるべきものではなく、ジェル

ミナル以後の民衆の動きと彼らの考えをと

らえることが必要であり、その結果をふまえ

て、テルミドール９日のクーデタを再解釈す

る必要があるということになろう。そのよう

な問題意識から、研究代表者は、平成 17〜19

年度の基盤研究Ｃ「最高存在の祭典と『世

論』」で、ジェルミナル以後の 1794 年５〜６

月のパリの「世論」を検討すべく、史料の調

査と蒐集につとめた。その結果判明したのは、

ジャコバン独裁末期のパリの民衆の動きや

「世論」をとらえることがきわめて困難であ

るということであった。したがって、本研究

においては、ジェルミナル以後のパリ民衆の

動きや「世論」を掌握することが可能な史料

をあらたに「発見」することによってジャコ

バン独裁末期のパリ民衆の動きと「世論」を

解明し、テルミドール９日のクーデタへの見

通しを得ることが課題となった。 

 
 
 
２. 研究の目的 

 本研究課題の目的は、「ジェルミナルのド

ラマ」以後のパリ民衆の革命政府にたいする

関係を明らかにするとともに、パリ民衆の日

常的な動きや「世論」を把握することによっ

て、テルミドール９日のクーデタへの見通し

をつけることにあった。  

 
 
 
３. 研究の方法 

（1）本研究課題を達成するためには、フラ

ンス革命に関係する研究書と史料集を購入

して幅広い視野を持つことが必要とされる

だけでなく、できるだけ長期間渡仏して日本

では参照し得ない史料の蒐集と解読をおこ

なうことが不可欠であった。 

 

（2）このため、当該研究期間中、夏期や春

期の休暇を利用して数度にわたって渡仏し、

国立文書館やパリ警視庁文書館などで史料

調査をおこなった。とくに平成 22 年度は、

成蹊大学の学外研修制度の適用者となった

ため、４月から約６ヶ月間渡仏し、パリ警視

庁文書館などの史料をもとに、ジャコバン独

裁末期のパリ民衆の「世論」を解明しようと

した。 



（3）ジャコバン独裁期に逮捕された人物約

２万人のうち「反革命的な言辞」「公民精神

の欠如」などが逮捕理由であった人物のリス

トをパリ警視庁文書館の史料をもとにつく

り、彼らの言動を、保安委員会によって逮捕

された人物の個人調書がおさめられた国立

文書館の整理番号 F/4577—477553 を調査する

ことによって理解し、もってジャコバン独裁

末期のパリ民衆の動きや「世論」を把握しよ

うとした。しかしこの作業は完了しなかった。 

 
４．研究成果 
 これまでの史料調査をもとに一定の成果
が得られた。主な研究成果は、以下の２点で
ある。 
 

（1）「「テルミドール 9 日のクーデタ」とは

何だったのか」では、テルミドール９におけ

るパリの 48 セクションの文民組織（セクシ

ョンの総会、民事委員会、革命委員会）の行

動とそれを正当化する言説を網羅的に検討

することによって､クーデタ以前に国民公会

の正統性がセクションの文民組織や活動家

のあいだに浸透していたこと、したがってク

ーデタ側が勝利する可能性はほぼ皆無であ

ったことを検証した。この検証結果は、Ａ・

ソブールによる従来の通説にたいする反証

であるとともに、Ｈ・ブルスティンやＢ・バ

チコなどのソブール以後の研究にたいする

批判となっている。とくに、ロベスピエール

が王になろうとしているという噂がセクシ

ョンに流れたことが国民公会側の勝利を決

定的にしたというバチコの主張は､史料上の

根拠を欠いていることを指摘した。また、テ

ルミドール９日におけるセクションの文民

組織の行動とそれを正当化する言説を網羅

的に明らかにしたことも、研究史の上では新

しい試みであった。ただし、本論文における

検討はテルミドール９日・10 日に限定されて

おり、それ以前のパリ民衆の動きと「世論」

の解明は、いぜん残された課題である。また、

テルミドール９日のクーデタの帰趨を決定

するうえできわめて重要な軍人組織の行動

にかんする検証結果も、公表されていない。 

（2）「食糧と政治  食糧騒擾の時代におけ

る「自由主義」」では、17 世紀末〜19 世紀半

ばの食糧騒擾の時代は、固有の制度とふるま

いと言説によって特徴づけられており、「自

由」も「規制」や「保護」を前提にしていた

ことを示した。したがって､フランス革命に

おける自由主義的経済政策も統制主義的経

済政策も、食糧騒擾の時代における「自由」

と「規制」の偏差と考えられることを指摘し

た。また、「飢饉の陰謀」という観念も、Ｓ・

カプランが主張するように、1760-70 年代の

穀物取引の自由化政策の時期に固有のもの

ではなく、「飢饉」が消滅した 18 世紀初頭か

ら食糧問題が社会問題に吸収される七月王

政にいたるまでの時期に生じた食糧騒擾の

随伴現象と考えるべきことを主張した。本論

文では、食糧騒擾のありようは E. P・トムソ

ンのモラル・エコノミー論には収まりきらな

いものがあることも示したつもりである。 

 

（3）以上の主要な研究成果のほか、当該研

究期間中の史料調査の結果をも踏まえて、い

くつかの成果が得られた。平成 20年度には、

山崎耕一『啓蒙運動とフランス革命』（刀水

書房、2007 年）の書評論文である「シャルチ

エ以後の思想史研究はどのようなかたちを

とりうるか」を公にし、成蹊大学で開催され

た国際シンポジウム「デモクラシーとナショ

ナリズム」では、コメンテーターの立場から

「フランス革命におけるナショナリズムと

デモクラシー」について論じた。平成 21 年

度には、スペイン史学会第 31 回大会におい

て「ナポレオン戦争期のヨーロッパ」をフラ

ンス史の立場からコメントし、その要旨をス



ペイン史学会の『会報』に掲載した。そして

平成 22 年度には、遅塚忠躬『フランス革命

を生きた「テロリスト」 ルカルパンティエ

の生涯』（NHK 出版）を監修者として出版する

のに尽力した。 
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